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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,照明環境を目の疲労という生理的な観点と心理的な側面より評価することにより,快適な照
明環境を究明することを目的として行った実験的研究結果をまとめたもので,得られた主な成果は次の通
りである｡
(1) 最近開発された種々の光源を通常の室内照明用として使用した場合,一般に分光エネルギー分布の
波長幅の狭い,純色に近い光源ほど目の疲労が大きいこと,白黒表示の文字を見る視作業では,一般に色
温度の高い光源のほうが目の疲労が大きいことなどを指摘した｡
(2) 視作業を行う机上の照明については,作業面の照度むらが大きいほど,反射光幕が強いほど目の疲
労が大きいことを指摘し,蛍光灯照明器具を天井の正反射ゾーンを避けた位置に分散して取り付けると,
疲労が少ないことを示した｡
(3) 照明の質的な面で特に重要なグレア (まぶしさ)に関して検討した結果,光源の輝度が高いほど,
光源が視線に近づくほど目の疲労が大きいことを指摘するとともに,文字を見る作業では,文字の背景の＼
輝度を高くすれば疲労を軽減できることを示した｡
(4)CRTディスプレイを見る作業における照明環境および表示文字のコントラストについては,局部
照明のみでなく,全般照明を加える必要があること,照明環境に応じて最適なコントラストを選ぶべきで
あることなどを指摘した｡
(5)CRTディスプレイにフィルタを装着すると,一般に最適なコントラストが高くなること,表示文
字の色については,白,黄色,シアン,緑色の順に最適コントラストが低くなることなどを指摘した｡
以上要するに本論文は,照明環境を目の疲労という観点から評価し,幅広い実験結果をもとに,快適な
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照度環境を究明したもので,学術上,実際上寄与するところが少なくない｡よって,本論文は博士 (工
学)の学位論文として価値あるものと認める｡ また,平成9年2月5日,論文内容とそれに関連した事項
について試問を行った結果,合格と認めた｡
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